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環境倫理とアウトドアスポーツ活動






























































































































































































































































































































一慶調鰯 》》通達露 ￥函凹、ワ■ひ沖担い▽Ｐ叩▲命ｏ》 :::::;:： 臓織２．:.:.： 灘蕊議 議蕊織霧織蕊1１
技術開発による対応 Ａ新たな技術開発，実用化(核融合，水素エネルギ■I■■■■ 、バイオモーター，宇宙発電所，宇宙エネルギーの利用，etc･・・・）Ｂ現技術の効率化，実用化各種省エネ技術，環境保全処置 ﾉ」 小
社会の改変による対応 ｃ適正消費型社会への変革(消費の適性化,循環利用･…）Ｄ節約・耐乏型ライフスタイルへの変革(朝シャン制限，節水，エコロジカルな行動スタイル）
技術体系
都市・社会基盤
生活様式
環境倫理とアウトドアスポーツ活動
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